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研究要旨 

国際的に通用するアトピー性皮膚炎（AD）の疫学調査を継続するための、Web を用いた調査

方法を開発した。さらに、対面または紙媒体の調査では明らかにできないステロイド忌避の実態

を把握する方法を開発した。 

過去の厚労省研究班で行われた広島大学の全新入生を対象にした AD の有病率調査では、紙媒

体回答群と比べ、Web媒体回答群の AD有病率が高くなることが示された。しかし、前回に行わ

れた調査方法の問題点について検証と改善を行い、改めて調査を行ったところ、紙回答群とWeb

回答群が全く同じ条件で回答した場合、両群間の AD 有病率に差が生じないことが示された。ま

た、現在の AD の治療実態とステロイド忌避の実態を把握するための質問項目を作成し、その質

問項目の妥当性を検証するために 20歳以上の全国のマクロミル会員 10,347名を対象としたWeb

調査を行った。今回の研究で作成した質問項目によって、今まで調査が困難であった、通院をし

ていない患者を含めた AD の治療実態とステロイド忌避、さらには、AD の重症度の経年的な変

化を把握することが可能となった。 

 

A. 研究目的 

アトピー性皮膚炎（AD）の継続的な疫学調査体

制の確立には、国際的に通用する調査用紙の作成

とコストパフォーマンスが良いことが不可欠であ

る。これまでの本邦における大規模な AD 有病率

の調査は、実際に医師の診察に基づくもの、ある

いは郵送や検診の際に患者やその家族がアンケー

ト用紙に記入する方法などが行われてきた。しか

し、紙媒体を中心に行う従来の調査では、多大な

労力と時間を必要とするのみならず、調査の地域

が限られることや各調査でその手法が統一されて

いないこと、定期的に実施されていないことなど

から AD の全国的な全体像の把握や経年的変化を

みることが困難であった。 

そのため、今後国際的に通用する AD の疫学調

査を継続するためには、Webを用いた調査に移行



 
 

することが望ましい。過去、紙媒体の調査とWeb

調査の結果の相違に関する検証は、平成 24年度に

厚労省研究班で施行された広島大学の全新入生を

対象にした調査がなされ、紙媒体回答群と比べて

Web媒体回答群の AD有病率が高くなることが示

されている。しかし、その時の調査ではWeb回答

群の回答率が低く、その原因や両者の相違点など

を検証するために十分な Web 回答者数を得るこ

とができなかった。そこで本研究では、Web回答

群の回答率を上げるために調査の方法を工夫して

Web調査群と紙媒体調査群で有病率に違いが出る

理由を検証するとともに、Web調査に適した質問

方法を検討し、対面または紙媒体の調査では明ら

かにできないステロイド忌避の実態を把握する方

法を開発することを目的とした。 

また、現在本邦では血管性浮腫患者や慢性蕁麻

疹患者の QOLを評価するための手段がないため、

それぞれの QOLをWebで調査するための質問票

作成も目的とした。 

 

B. 研究方法 

AD有病率の経年比較については、平成 16年に

調査を行った地域で、UK working party(UKWP)

の質問票を用いて小学生と 3 歳児の有病率調査を

行い、当時のデータと比較検討した。季節による

バイアスを避けるため 1 年間にわたり調査を行っ

た。  

Web 調査の信頼性の検証については、平成 26

年度広島大学新入生健診で Web 調査と紙媒体に

よる調査で有病率調査を行い、調査結果と皮膚科

医師による検診による診断結果を比較して、それ

ぞれの調査の精度を検証した。今回の調査では、

検診会場に iPad を設置して検診前に回答する方

法を考案し、Web回答群の回答率の改善を試みた。 

AD におけるステロイド忌避の実態把握の調査

では、全国のマクロミル会員を対象とし、現在の

AD 重症度（POEM）と通院の有無、薬剤忌避の

有無とその時期についてWeb調査を行った。また、

生下時から現在に至るまでの皮膚症状の推移を把

握するための質問項目を作成し、これについても

調査を行った。また、ステロイド忌避はその後の

治療に影響が及ぼすことが多く、ひいてはその後

の皮疹の重症度に影響する可能性があるが、AD

の重症度の変化を把握するための標準化された方

法手段はない。本研究では、過去に広島大学病院

皮膚科を受診した成人AD患者76名の自己申告に

よる情報をもとに、症状の経年的な変化をパター

ン化し、その中から選択する質問項目を作成した。

そして、実際にWeb調査を行い、作成した質問項

目の妥当性を検証した。 

 慢性蕁麻疹、血管性浮腫の患者 QOL 評価につ

いては、まずは国際的に標準化されて使用されて

いる質問票である CU-Q2oL（慢性蕁麻疹）と

AE-Q2oL(血管性浮腫)をもとに日本語版の質問票

を開発した。 

 （倫理面への配慮） 

倫理委員会の審査了解を得るのはもちろん、十分

な倫理的配慮と個人情報の保護に努めた。 

 

C. 研究結果 

AD有病率の経年比較 

2014 年度の千葉市３歳での AD 有病率は 2005

年度と比較して有意に高かった。母親のネット利

用率をみると、ネット利用が多い人ほど児の３歳

児でのＡＤ有病率が高かった。 

 

Webを用いた ADの疫学調査体制の確立 

平成 24 年度の広島大学の新入生を対象にした

調査での問題点について検討し、解決策を講じた。

平成 24年度の調査は、紙回答群は検診前に回答す

ることで回答回収率は 100％であったが、Web回

答群は検診後に自宅で回答することでわずか

13.8％の回答回収率であった。また、この調査方

法では紙回答群は回答に皮膚科医による検診の影

響を受けないのに対し、Web回答群は回答に検診

の影響を受けた可能性がある。そこで我々は、Web



 

調査群も紙回答群と同様に検診前に回答すること
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 慢性蕁麻疹、血管性浮腫の患者
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った。特に、医療機関を受診している患者と比べ

て医療機関を受診していない患者はステロイド忌

避の割合が高く、ステロイド忌避があることが通

院の妨げになっている可能性が示唆された。本邦

のステロイド忌避の実態を明らかにし、一般の

人々のステロイドに対する忌避感をなくすことが、

現在適切な治療を受けていない患者に対しての治

療介入につながると考えられる。今回の調査では

ステロイド忌避には性差、地域差、職業による差、

収入による差があることも示され、今後これらの

情報を生かした効果的な対策を講じる必要がある。 

これまでに、アトピー性皮膚炎（AD）に関する

疫学調査は多く行われているが、小児の各 AD 患

者の重症度が、成長とともにどのように変化する

傾向を持つかについては未だ一定の結論を得てい

ない。今回作成した質問項目は、広島大学病院を

受診した AD患者の経年的症状の 90%以上を反映

しており（図 3）、Web調査では、過去に ADと診

断されたことのある 3090 人の回答者の 94.1％を

網羅していることから、AD の症状の経過を把握

するために妥当な質問項目であると考えられる

（図 4）。重症患者が多い広島大学病院受診中の

AD 患者は、12 歳以降に悪くなった（図 3.③）、

あるいは昔からあまり変わらない（図 3.④）と感

じている人が多かった。一方、軽症患者やすでに

治癒している人たちを含む一般の人を対象にした

Web調査では、大学病院受診中の AD患者とは異

なる傾向があり、徐々に良くなっている（図４．

⑦、⑧）と感じている人や、昔からあまり変わら

ない（図 4.④）、12歳前後に悪くなった（図 4.⑤）

と感じている人が多い特徴があった。また、17.3％

の人は成人発症と自覚していた。今回の調査によ

り、AD の皮疹の経過にはある一定の傾向がある

ことが示された。また、全体的には AD は成人ま

でに軽快する傾向にある人が多いが、成人後に大

学病院に通院するような比較的重症な患者は、「昔

から変わらない」あるいは「12歳以降に重症化し

た」傾向にあり、19歳までの皮疹の経過と成人後

の重症度に何らかの相関がある可能性が示唆され

る。 

 慢性蕁麻疹、血管性浮腫の患者 QOL 評価につ

いては、未だ本邦における実態調査は行われてお

らず、現在作成中の日本語版 CU-Q2oL（慢性蕁麻

疹）と AE-Q2oL(血管性浮腫)によって、両疾患の

患者の QOLが明らかになることが期待できる。 

 

E. 結論 

Webによる ADの疫学調査方法を検討、改善し

た。また、Web調査により、今まで調査が困難で

あった、通院をしていない患者を含めた AD の治

療実態とステロイド忌避の実態を明らかにし、適

切な医療を提供するために必要な疫学的情報を得

る方法を作成した。 
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